
― 13 ―

　鈴木　絵美留

1．日本（JAPAN）

『かわとはきもの』の読者の皆様、ミュー
ジアムには行かれますか？履物を一つの軸と
して、ミュージアムを訪れてみるのはいかが
でしょうか？もっと色々な人に履物が持つ文
化的な側面や、履物をアートとして見ること
などを知ってもらいたいという思いがありま
す。（博物館、美術館、資料館と、それぞれ呼
称の違いがあります。便宜上、正式名称以外
では、「ミュージアム」と記していきたいと
思いますのでよろしくお願い致します。）

今回、過去の『かわとはきもの』で特別に
特集されていなかったこともあり、日本を飛
び出して、世界にある履物に関するミュージ
アムのことについて記していこうと思ってい
ます。履物や皮革関連業務に従事されている
方達の中でも、実は履物に関するミュージア
ムについて知っている方はそんなに多くない
というのが個人的な感想なのです。もちろん
日本にも履物を所蔵するミュージアムはいく
つもあります。是非ユニークな履物に特化し
たミュージアムを訪れ履物の歴史や文化、デ
ザイン、機能性、多角的に履物を見つめてほ
しいです。世界には日本のものと同じような
履物があったり、見たこともないような、あ
っと驚く履物があったり、靴を作る人も、靴
を履くのが好きな人も、特に靴のことを深く
考えてこなかった人でも、「おもしろい！」と
思える何かがきっとあるはずです。
「Shoe Museum」「Footwear Museum」英
語でも名称がまた様々です。Shoeは日本語訳
では靴のこと、（厳密には短靴を指したりしま
すが・・・）革を加工して作られた“クツ”をさ
しますが、Footwearは足に履くもの全般を表

しています。ですので、革でできたもの以外
でも、履物には木から作られるもの、布から
作られるもの、植物の葉や繊維から作られる
ものなど、多種多様な素材によって作られま
す。Shoe Museumだからと言って革の履物しか
展示していないわけではないですし、ここで
は、名称に「靴」がつかなくても、素晴らし
い履物の収蔵品があるミュージアムも取り上
げていきたいと思います。読者の皆様に、ま
ずは、「こんなに世界には履物に関する展示
がされたミュージアムがある」ことを知って
ほしいです。
今回第一回目は、履物を軸に観る世界のミ
ュージアムですが、日本からスタートしてい
きたいと思います。世界の中にはもちろん日
本も含まれます。
この『かわとはきもの』を発行している東
京都立皮革技術センター台東支所の中には
「かわとはきものギャラリー」があります。
最新の靴の展示もある中、靴がどのような工
程で作られていくかをわかりやすく紹介する
コーナーや、世界の様々な国、民族の履物
や、日本の独特な伝統的な履物たちが復元品
も含めて展示されています。素材も様々で、
日本の伝統的な履物には、草履、わらじ、下
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駄などがありますが、その中でもまた細かく
用途によって大きさや形が変わっていくのも
大変興味深いです。それぞれの仕事に合わせ
て専用の履物をたくさん生み出しています。
現代でも、早く走るためだったり、足を守る
ためだったりと、様々な用途の履物がありま
す。また、靴・履物に関する書籍・雑誌もた
くさんあり、自由に閲覧ができます。（休館
日：土・日・祝日・年末年始、開館時間：９
時～17時（12時～13時を除く）貸出が可能な
書籍・雑誌もあります。貸出期間は２週間）

日本で履物に関するミュージアムは他に
も、浅草駅前からバスに乗って10分程、台東
区橋場に皮革産業資料館があります。こちら
では、皮革産業を軸に集められた履物のみな
らず、革に関する資料を見て学ぶことができ
ます。カバンや革の小物入れ、野球選手のグ
ローブやボール、スパイクなど貴重な資料を
見ることもできます。我が国の革靴創業者の
一人である西村勝三についての資料なども多
岐に渡って展示されています。『かわとはき
もの』にも長年にわたり様々な記事を執筆さ
れていた稲川實館長のコレクションも見学で
きます。
（休館日：月・祝日・年末年始他、開館時
間：10時～16時）
そして、日本で唯一、“はきもの”と名がつ
くミュージアムが、広島県福山市の「松永は
きもの資料館」です。（開館日：金～日およ
び祝日（月～木は休館です。）開館時間：10時
～16時（入館は15時30分まで））

松永はかつて製塩業が盛んだった土地で、
塩を煮詰める薪を使って下駄を作ってきたこ
とから、下駄の産地として有名でした。その
時の下駄工場をそのまま資料館として保存し
ており、下駄製造の機械が残っており展示し
てあります。
履物に関する資料も13000点以上収蔵して
おり、展示してあるのはそのごく一部のみで
す。是非今後、まだ収蔵庫に眠っている資料
たちの展示もされたらと願っています。過去
の『かわとはきもの』でも、旧日本はきもの
博物館時代の学芸員の方達が様々な日本の履
物について、また収蔵品の紹介も一部ではあ
りますが写真付きで複数号に渡って紹介して
いますので、是非バックナンバーをご覧にな
ってください。（古いものですと、インター
ネットでは閲覧できないのですが、皮革技術
センター台東支所の「かわとはきものギャラ
リー」で閲覧可能です。）
『かわとはきものNo.144(2008.6)～No.151
(2010.3)号』にかけて皮革に関連するミュー
ジアムについて「かわとはきもの博物館め
ぐり」が掲載されていました。是非読んでい
ただき、訪れてほしいと思います。バックナ
ンバーはこちらのURLで読むことができま
す→https://www.hikaku.metro.tokyo.lg.jp/
shisho/shien/public.html
しかし、今はもう見学できない場所もあ
り、大変残念です。私がぜひ見学したいと願
っている場所もあります。なお、訪問する際
には事前に最新の施設利用・開館情報の確認
をしてください。
大阪府吹田市にある国立民族学博物館に
も、様々な民族の衣装とともに履物が多数展
示されています。他にも、大分県日田市にあ
る民営の天領日田はきもの資料館では、特産
品の日田下駄をはじめ様々な下駄を見学する
ことができます。まだまだ紹介したい施設は
ありますが、また次回。
（写真は都立皮革技術センター台東支所内
「かわとはきものコーナー」）




